
市債
23億円

4.5％

507億円
歳入  自主財源

47.4％

 依存財源
52.6％

地方自治体の税収の
差を調整するために

国から配分されるお金

繰入金
11億円

2.2％諸収入
11億円

2.2％
その他
14億円

2.8％

使い道が指定された
国や県からのお金

国・県支出金
136億円

26.8％

地方交付税
65億円
12.8％

その他
43億円
  8.5％

公共施設整備など
特定の目的に

充てる市の借金

個人や法人が納める
市民税、土地や家屋
などに課税される
固定資産税など

市税
204億円

40.2％

古河市の予算
一般会計507億円

（前年度比 2.4％増）

令和 4 年度

　

今
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は

5
０
７
億
円
。
前
年
度
と
比
較
し
て
12
億

円(

2.4
％)

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
引
き
続
き

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

を
最
優
先
に
「
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
」

「
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
」「
子
ど
も
子
育

て
支
援
の
強
化
」
の
３
つ
を
重
点
的
な
施

策
と
し
、
市
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
安
定
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
各
種
施

策
や
事
業
の
精
査
を
行
い
、
限
ら
れ
た
財

源
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
選
択
と
集
中

を
重
視
し
た
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　市税では企業業績の改善や新築家
屋の増加により、法人市民税や固定
資産税の増加が見込まれることか
ら、前年度に比べ12億円の増加と
なります。

＋12億円
R3当初：192億円
R4当初：204億円

■市税の増収額

歳入は市税が増加

一般会計  歳入
古河市に入るお金の内訳

　市が自ら徴収するお金
である自主財源に対し、
国から定められた目的の
ために交付されるお金を
依存財源と言います。そ
のため、自主財源の割合
が大きいほど、行政運営
がしやすくなります。

自主財源と
依存財源とは？

>>>>>

※端数処理の関係で数値が一致しない場合があります。

投資的経費
4.9％

507億円
歳出

その他の経費
41.3％

人件費
73億円
14.4％

職員の給与や
議員の報酬など

市債(借金)の償還
道路、学校等の

建設に要する経費

施設などの管理に
要する経費

事業や団体等の
補助に要する経費

公債費
57億円
11.2％

普通建設事業費
25億円

4.9％

物件費
87億円
17.2％

補助費等
63億円
12.4％

特別会計や企業会計
に支出する経費

繰出金
51億円
10.1％

その他
8億円
1.6％

義務的経費
53.8％

古河市が支払うお金の内訳

一般会計  歳出
歳出は扶助費が増加

+82億円
H18決算：61億円
R4当初   ：143億円

■扶助費の増加額

　扶助費は高齢化の進展や子育てを
している人たちへの支援拡充により
年々増加しています。今年度は、障
がい福祉サービス費や生活保護費の
増加もあり、合併直後と比較すると
82億円増加し過去最大の予算額と
なります。

義務的経費と
投資的経費とは？

　扶助費や人件費など、
支出が義務付けられてい
るため簡単に削減できな
い経費を義務的経費と言
い、道路や学校等の建設
に要する経費を投資的経
費と言います。

保健・医療・福祉などの
社会を支える経費

扶助費
143億円

28.2％

200

企業会計とは・・・
自らの収益で運営している上下水道事業の
ことです

一般会計とは・・・
市の基本的な仕事(福祉、教育など)を行う
予算です。主に市税で賄っています

特別会計とは・・・
国民健康保険など、特定の収入がある独立
した予算です。収支を明確にし、一般会計
と分けています(全10会計)

40 60 80 100

一般会計
507億円

56％

特別会計
292億円

33％

企業会計 99億円
11％

令和 4 年度の全ての予算：898億円

（単位：％）
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